
 

  
分科会 No.１０ 

ボランティア・市民活動センターに障がい

当事者の参画はできている？ 

～みんながつくる、みんなのセンター～ 

ボランティア・市民活動センターに市民の参画が重要であることを本フォーラムでも様々な角度で伝えてきました。

あらためて、市民とは誰のことかを考えると、分野も立場も属性も多様で幅広い人のことといえるのではないでし

ょうか。運営委員会など参画する仕組みが増えてきている一方で、特に障害のある当事者の参画についてはどう

なのかを参加者と一緒に考える機会にしたいです。 

 

○日   時： ２０２２年２月１２日（土）１３：００～１５：００ 

○参加方法： 飯田橋セントラルプラザ１２階 AB・オンライン（Zoom） 

※お申し込みなどの詳細は裏面をご覧ください。 
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「分科会１０：ボランティア・市民活動センターに障がい当事者の参画はできている？～みんながつくる、

みんなのセンター～」は＜市民社会をつくるボランタリーフォーラムTOKYO2022＞の分科会の一つです。

このフォーラムでは、暮らしの中から見えてきた社会課題について、私たちに何ができるのかを一緒に考え

ていきます。今年のテーマは「みんなで考える。だから、オモシロイ。」みなさまのご参加をお待ちしています。 

■開 催 期 間  ２０２２年２月１1日（金祝）～１３日（日） 
■会 場  飯田橋セントラルプラザ・オンライン(Zooｍ)・ほか 

■参 加 費  １分科会１,０００円  ＊高校生以下または、１８歳未満の方は無料 
■企 画  ボランタリーフォーラム TOKYO 2022実行委員会 

■主 催  東京ボランティア・市民活動センター 

■ア ク セ ス  ＪＲ総武線 飯田橋駅 西口改札右手 

 地下鉄 有楽町線・東西線・南北線・ 

大江戸線 飯田橋駅 Ｂ２ｂ出口  

■特設サイト  https://www.tvac.or.jp/vf/ 

■T w i t t e r 「＠voluntaryforum」 
■I ns tag ram 「＠voluntaryforum」 

■Facebo ok 「＠voluntaryforumtokyo （市民社会をつくる
ボランタリーフォーラム tokyo）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ・お申し込み先］ 東京ボランティア・市民活動センター  榎本・色部・上原・熊谷 

〒162－0823 新宿区神楽河岸１－１ 飯田橋セントラルプラザ10階 

TEL 03-3235-1171  FAX 03-3235-0050  HP http://www.tvac.or.jp/vf/   

＊特設サイトからお申込できます 

○「分科会１０：ボランティア・市民活動センターに障がい当事者の

参画はできている？～みんながつくる、みんなのセンター～」への

参加を希望される方は、右のQRコードからお申込みください。（同時

にほかの分科会への参加も申し込むことができます） 

○参加費の支払いが完了すると、参加券がダウンロードできます。 

○ホームページからのお申し込みが難しい方は、以下までお問い

合わせください。 

○分科会名： ボランティア・市民活動センターに障がい当事者の参画は

できている？～みんながつくる、みんなのセンター～ 

○日   時： ２０２２年２月１２日（土）１３：００～１５：００ 

○参加方法： 飯田橋セントラルプラザ１２階AB・オンライン（Zoom） 

○定   員： 会場２０名・オンライン４０名 

■ 日時・会場・参加費 

■ 市民社会をつくるボランタリーフォーラム TOKYO 2022 について 

■ 参加申し込み方法 

https://www.tvac.or.jp/vf/

